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○ジェンダー・ギャップ指数２０２３ 日本は過去最低の 125位 

 今年 6月に世界経済フォーラム（WEF）が発表した、日本のジェンダー・ギャップ指

数は、0.647（昨年 0.650）。調査対象の 146か国中 125位（昨年 116位）と、過去

最低の順位となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本の指数は、公表が始まった 2006年以来ほぼ横ばいです。当初は同レベルであった

国々が、積極的な対策の効果を見せている中、日本の後れは顕著です。 

分野別にみると、経済 0.561（123位）、政治 0.057（138位）の両分野において

大きな男女格差を残しており、管理職や議員、閣僚など、指導的立場における女性の割合

が著しく低いことが要因として指摘されています。 

 

ＳＤＧｓにも、「ジェンダー平等を実現しよう」があります。男女が等しく、この社会

で生きることによる利益を享受し、共に責任を担っていく社会を作ることは世界的な課題

です。日本では、教育、就職、育児休暇・介護休暇など、制度としては男女が平等に活躍

できるように整いつつあるのに、なぜジェンダー平等が進まないのでしょう。男女がとも

に活躍する社会を実現するために、あなたができることは何でしょうか。 ぜひ考えてみ

ましょう。 

 

 

 

 

 

ジェンダー・ギャップ指数とは 

各国にける男女格差を測ります。「経済参画」「教育」「健康」「政治参画」の４つの分野

のデータから作成され、０が完全不平等、１が完全平等を示します。 


